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表 1.冷 却方法の違いと冷却効率
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図 3 出 暉後の処理方法と品温の推移 (エダマメ)

表 2 出 厚後の処理方法と品質変化 (エダマメ)

名
搾 出 挫 離 キ

無 処  理  29 4.2  97 3.5 2.1 1.5 35 22 1.5 36 27 1.9 0 0.7 1.1

保冷ンート    3.7 105   2、 s 20 25   23        29   2.4       0.9   1.1

PEフイ′レム     2,1  87     2.4  1.5     2.4  1,7     29  17     0.6  1■

庄う 1)2:出 庫時 (10`で 1日間予冷 ・保か 、他は出摩後日敷。

2)相 対湿度 :79～ 91%(平 均 85%)。

3)指 標  総 合鮮度 :4… 優良 3… 良好
サャの色 :4・・緑  3・ ・黄緑

装  凋 :4… なし 3 ・ わすかに認む

障  害 i O …なし 1 …少

(果皮の緑色小まモ点)
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2・…低下(商品性限界)1… 不良
2・・黄縁      1・ ・・黄
2・…明らかに認む  1。 ・・著 しい

2 …中      3 ・ …多
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